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法が求められていた。 

４ 精神障害者等の訓練生への支援強化検討委員会について 

愛知障害者校における精神障害者等の訓練生に対する訓練及び支援等の強化策を検討し、精神障害者等の状

況にあった校の運営を図り、精神障害者等の社会での自立を推進することを目的に検討委員会を設置した。検

討会の座長（校長）のもと、構成委員により校の現状及び課題を洗い出し、それらを「状況の把握」、「訓練時

での対応」及び「就職活動時への対応」に分類整理、それぞれに対する複数の支援強化策を立案した。 

 

図2 精神障害者等への支援強化検討事項 

５ 精神障害者等への支援強化策について 

５－１ 状況の把握（サポート体制等の取組み） 

（１）現状及び課題 

・訓練生の中には不規則な生活習慣で訓練を受講することができない者や、入校後の生活に馴染めない者

もいる。 

・心理相談員、生活相談員が配置され訓練生の相談に応じているが、相談が一部訓練生に偏っている。 

・訓練生全員に対する面談の時間を設けることができない。 

・訓練生の指導・生活等に係る個別記録がされておらず、個別訓練生の障害特性や心的状況把握が不十分

である。 

・身体障害の訓練生の中には精神疾患を有する者もいると思われる。 

・安定した生活習慣が身についておらず生活リズムが乱れている訓練生がいる。 

・他人との人間関係がうまく構築できない者がいる。 

（２）支援強化策 

① 職業適性心理検査の実施 

公益財団法人 愛知県労働協会 事業課職業適性検査グループが行う能力検査と性格検査を実施した。こ

れにより、訓練生が個人の理解や適性職種の理解を図るなど自己の能力特徴を理解することを促進し、キャ

リアプラン等に役立て、また指導員が訓練生の性格や能力特徴を知ることにより、訓練指導、生活指導及び

入
校

修
了
・
就
職

 状況の把握　（H26年度導入訓練科）

  □職業適性心理検査　(総合実務科以外の訓練科）
  □訓練生活日誌　（全科）
　□訓練生個人指導記録簿　（CAD設計科）

　訓練時での対応　（H26年度導入訓練科）

　□能力別個別指導　（0Aビジネス科）
　□リラグゼーショントレーニング　（総合実務科以外の訓練科）
　□モジュール方式の導入　（CAD設計科）
　□コミュニケーショントレーニング　(OAﾋﾞｼﾞﾈｽ科）

　就職活動時への対応　（H26年度導入科）

　□職場実習・企業見学の積極導入　(全科）
　□個別就職相談の拡充　(全科）
　□面接時自己紹介書の作成　（総合実務科以外の訓練科）
　□面接技能・ビジネスマナーセミナーの実施　（全科）
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就職支援活動に活かすものとする。(総合実務科を除く全科で平成26年12月実施） 

ア 能力検査（一般職業適性検査） 

仕事を遂行する上で必要な７種類（知的能力・言語能力・数理能力・書記的知覚・空間判断力・形態

知覚・運動共応）を判定する。 

イ 性格検査（矢田部ギルフォード性格検査） 

性格を「情緒安定」「社会的適応」「衝動性」「内省性」「主導性」等の12の性格特性を捉える。 

② 訓練生活日誌の記入 

一日の訓練終了時に、訓練生が、睡眠時間、睡眠の質、服薬チェック、日中の気分、訓練の理解度、自由

記入欄等の項目で、パソコン上でアンケート形式の日誌を記載、訓練生がパソコンから入力したものはExcel

形式で全て取りまとめられ、それを指導員等職員が毎日確認をするシステムを構築した。訓練指導員・生活

指導員は、日誌から訓練生の日々の状況の把握に務め、訓練生との連絡ツールとして役立てるとともに、不

調者への早期対応、能力別の訓練カリキュラム案を作成等、精神障害者等訓練生への支援に役立てる。また、

訓練生は訓練生活日誌の記入により一日の生活・気分を振り返り、自己理解の促進を図る。（総合実務科を除

く全科にて平成26年10月から実施） 

 

図3 訓練生活指導の流れ 
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図4 訓練生活日誌（訓練生用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 訓練生活日誌（指導員確認用） 

③ 訓練生個人指導記録簿の作成 

訓練生の指導記録については訓練生指導要録があるものの、入校からの日々の訓練や就職に係る事柄につ

いての記録がとられていないのが現状であり、また、訓練指導員、就職支援員、生活指導員、心理相談員の

活動において情報が共有されず、効果的な指導体制とは言えない状況にあった。そこで訓練状況、就活状況、

生活指導状況等について、訓練生毎の指導記録を作成することとし、情報を一元化し共有する。これにより

訓練生毎の指導案の作成と、生活指導及び就職支援の情報の基として役立てる。平成27年度に全科で実施を

目標に、26年度はCAD設計科で試行した。（CAD設計科にて平成26年10月から実施） 
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成績

製図 測定法

機械工学概論 機械工作法

電気工学概論 油空圧制御法

材料力学 自動車工学概論

材料 機械要素設計法

訓練項目 成績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

月日 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞＮo. 内容

月日

1 / 6

2 / 7

3 / 8

4 / 9

5 / 10

修了・退校・除籍 退校理由

7  /
抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

/

/

８　就職活動等記録

/

/

学
科

試験結果成績

6  /
抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

試験結果 訓練項目

抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

月日

/

課題　Ｎｏ.

抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

機械製図応用実習

製図基本実習

コンピュータ操作基本実習

ＣＡＤ製図

2

3

抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

8  /

5  /

月日

/

内　　　容 内　　　容

抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

６　訓練受講状況

７　生活指導等記録

訓練項目

4

9

 /
抑うつ（　　）　焦燥感（　　　）　幻覚・幻聴（　　　　）　不眠（　　　）　思考障害　（　　　　）　妄想（　　　）

実
技

1

9　修了等

 /

 /

 /

 /

Ｎo．

　

昭和・平成　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　　　歳）

〒　　　－

電話　（　　　　　　）　　　　　　－　　　

年～ 年 （ ） 卒業・中退

年 （ ）

年 （ ）

年 （ ）

第１希望 第２希望

年 事業所名 職務内容

　年～ 年 （ ） （ ）

　年～ 年 （ ） （ ）

　年～ 年 （ ） （ ）

身体障害者手帳（　　　）級 ・ 療育手帳（　　　）級 ・ 精神障害者保健福祉手帳（　　　）級　・　無

回／　週　・　月

知的能力(   ) 言語能力(  ) 数理能力(  ) 書記的知覚(   ) 空間判断力(  ) 形態知覚(   )

運動共応(    )  

型 抑うつ性(   攻撃性(   ) 気分の変化性(   ) 劣等感(   ) 活動性(   ) のんき性(   )

神経質(   ) 思考性(   ) 客観性(   ) 支配性(   ) 協調性(   )　 社会性(   )

　　　　　　　　　　　　　　時間／日　　　　　　　日／週　　　　　時間／週

１　基本情報

氏名

生年月日

２　学歴資格等に関する事項

最終学歴

３　仕事の希望等に関する事項

主な資格取得

住所

性別

仕事に対する
考え方

希望職種

職務経歴

希望就業時間

４　障害と健康管理に関する事項

手帳の有無･種類

内容

５　職業適性心理検査の結果 （検査日　平成　　年　　月　　　日）

障害名

服薬 有　　・　　無

障害の配慮事項等

性格検査

一般職業検査

主な転職理由

通院 有　　・　　無
受診機関名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 訓練生個人指導記録簿 

５－２ 訓練時での対応 

（１）現状及び課題 

・体調不良で休むことが多く訓練が遅れ分からなくなり自信を無くす。更に体調が悪化してしまうことも

ある。 

・必要以上に神経質やこだわりを持ってしまい訓練に遅れが生じる者がいる。 

・訓練生の基礎能力に差があり、訓練についていけない訓練生が生じてしまう。一律に訓練の明確な到達

点を設定することは難しい。 

・薬を常用するため訓練に集中ができない訓練生がいる。 

・精神的に不安定なため、ちょっとした言動が体調不良の要因となっている。 

・ストレスから体調不良となり欠席する訓練生がいる。 

（２）支援強化策 

① 習得度別個人指導の実施 

訓練生の能力差は極めて大きく、基礎能力的に訓練進度についていけない者に対して、教室を分けてそれ

ぞれの技能習得度に合わせた訓練内容で実施した。個々の訓練生の理解度を知り、それぞれの能力に応じた

技能習得が進むとともに、訓練生の分からないというストレスを軽減させ自信や意欲を導き出す。平成26年

度はOAビジネス科で試行した。（OAビジネス科にて平成26年8月から実施） 

 

適性・性格検査結果

モジュール訓練の進捗を確認 

生活指導記録 

就職活動記録 

障害に係る事項 

仕事に係る事項 

学歴資格に係る事項 

氏名等の事項 
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② モジュール訓練の実施 

実技訓練課題を細分化し、モジュール形式の訓練法とした。訓練生の進捗に合わせ、個別にスモールステ

ップによる課題を与え訓練を進めていく。平成26年度CAD設計科で試行する。訓練生の技能レベルが明確に

なるとともに、訓練生各人に合わせた課題設定を行うことにより訓練生の心的ストレスの軽減にも繋がる。

（CAD設計科にて平成26年10月から実施） 

③ リラクゼーショントレーニングの実施 

精神障害者等の心的ストレスの軽減の一つとして筋

弛緩法による運動は有効とされる。身体の疲れや緊張を

取ることで、気持ちや体調の状態を安定に導き、コンデ

ィションを整えることを目的に、主にピラティスと呼ぶ

ストレッチ、軽度な体幹トレーニング及び呼吸法などの

軽運動を行った。ピラティスとは負傷兵のリハビリとし

て考案されたトレーニングで、精神的に安定した気持ち

になるなどストレス解消に効果を持つエクササイズと

言われる。（総合実務科を除く全科にて平成26年11月、 

平成27年１月、2月に1ｈ×3回の計3ｈを実施） 

④ コミュニケーショントレーニングの実施 

事業所等から求められる就労するための能力に、コミュニケーション能力があげられる。精神障害者等だ

けではなく、身体に障害のある訓練生にも人との関わり合いやコミュニケーションが苦手とする者も多い。

コミュニケーション能力を向上させるため、挨拶の大切さやビジネスマナーから学び、多くの事例から社会

生活の厳しさ、人間関係の難しさを理解させ、自らが解決していける力を身につけていくこととした。平成

26年度はOAビジネス科で試行した。（OAビジネス科にて平成26年5月から10月までに4ｈ×4回/月を計80

ｈ実施） 

５－３ 就職活動への対応 

（１）現状及び課題  

・人との対応や電話対応を嫌い、できる仕事が限られてしまうことがある。 

・無表情だったり愛想がなかったりし、暗い表情をしている者がいる。 

・校からの就職先開拓、事業所等への説明、実習の付き添いなどが必要である。 

・精神障害者等の対応をどうすればよいか分からない事業所等が多い。 

・精神障害者等の求人は少なく、広く事業所等の理解が必要である。 

・訓練生のレベルが求人事業所等の要求レベルに達していないため、求人を活かしきれない。 

・訓練生の希望と求人が合わない。 

（２）支援強化策 

① 職場実習の実施 

愛知障害者校では、「愛知県高等技術専門校等インターンシップ実施要領」により平成 19 年度から事業所

等へ訓練生を派遣しインターンシップを実施してきたが、インターンシップの目的は、「産業社会の実践的な

技術や知識・情報に触れることにより、技能習得意欲の増進と就業意欲の向上を図ること」としていること

から、これを「産業社会の実践的な技術や知識・情報に触るとともに、職場体験を通じて事業所等と訓練生

図7 リラクゼーショントレーニングの様子
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との相互理解を深め、障害者雇用の一層の促進すること」を目的とした愛知障害者校独自の職場実習制度を

策定、精神障害者等を始めとする障害のある訓練生への雇用促進を図るものとし積極的に職場実習を進めた。

また、事業所等からの実習の評価を、ジョブ・カード様式4 にて実施している。（全科にて平成26 年 7 月か

ら実施） 

表2「愛知県高等技術専門校等インターンシップ実施要領」と「職場実習実施要領」の比較 

 「愛知県高等技術専門校等インターンシップ実施要領」に

係る課題・問題点 

「職場実習実施要領」での変更点 

１ 

現在の社会通念上、覚書を取り交わす必要があるといえる。

インターンシップ実施時に、事業所等から覚書の取り交わ

しを求められることがあった。 

事業所等と覚書を取り交わす。 

 

2 

必要と思われる以上の様式が定められ、実施において事務

が煩雑になっている。記述項目が多く、事業所等に実施上

の負担になっている。 

様式を見直し簡素化する。 

 

3 
実施期間が原則として10日以内と定めているため、事業所

等が求める長期の実習に対応できない。 

実施期間を原則として20日以内とする。

4 実習の評価が行われていない。 ジョブ・カード様式4により評価する。 

5 
派遣先事業所等について関連科目以外の事業所等での実習

をすることができない。 

訓練科にとらわれず柔軟に派遣をできる

ようにする。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 職場実習評価書の一部（ジョブ・カード様式4） 

   

A B C A B C
(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

　(総評・コメント)

   

A B C A B C
(1) 第三角法を理解できる。

(2) 簡単な投影図を描くことが出来る。

(3) 技能検定機械製図３級水準の図面を理解できる。

(4) JISによる製図通則を理解している。

(5) ３D-CAD（CATIA　V○）のモデリング操作ができる。

(6) ３D-CAD（CATIA　V○）による２D図面を描くことができる。

(7)

(8)

(9)

(10)

　(総評・コメント)

Ⅱ　職務遂行のための基本的能力　　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）
A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　　「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

自己評価 企業評価 職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

法令や職場のルール、慣行などを遵守している。

出勤時間、約束時間などの定刻前に到着している。

上司・先輩などからの業務指示・命令の内容を理解して従っている。

仕事に対する自身の目的意識や思いを持って、取り組んでいる。

お客様に納得・満足していただけるよう仕事に取り組んでいる。

一旦引き受けたことは途中で投げ出さずに、最後までやり遂げている。

上司・先輩の上位者や同僚、お客様などとの約束事は誠実に守っている。

必要な手続や手間を省くことなく、決められた手順どおり仕事を進めている。

自分が犯した失敗やミスについて、他人に責任を押し付けず自分で受け止めている。

次の課題を見据えながら、手がけている仕事に全力で取り組んでいる。

職場において、職務にふさわしい身だしなみを保っている。

職場の上位者や同僚などに対し、日常的な挨拶をきちんと行っている。

状況に応じて適切な敬語の使い分けをしている。

お客様に対し、礼儀正しい対応（お辞儀、挨拶、言葉遣い）をしている。

接遇時、訪問時などに基本的なビジネス・マナーを実践している。

Ⅲ　専門的事項　　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　　　　　　　（評価基準の出所：　　　　　　　　　　　　）
A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　　「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

自己評価 企業評価 職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

働く意識と取組（自らの
職業意識・勤労観を持ち
職務に取り組む能力）

能力ユニット

3D-CADの基本操作

能力ユニット

ビジネスマナー（円滑に
職務を遂行するためにマ
ナーの良い対応を行う能
力）

責任感（社会の一員とし
ての自覚を持って主体的
に職務を遂行する能力）



 

 
 

8

 
平成２７年○○月○○日 

自己紹介書 

【氏  名】 

  ○○ ○○（○○○○ ○○○○） 

【生年月日】 

  平成○年○月○日生（○○歳） 

【職業訓練歴】 

平成２６年 ４月 愛知障害者職業能力開発校 ○○科 入校 

平成２７年 ３月 愛知障害者職業能力開発校 ○○科 修了見込み 

 

【職業受講状況】 

・訓練内容：機械に関する学科と機械製図の技能習得を目指す 

・出席状況                       平成27年6月末現在 

4月 5月 6月 計 

訓練日数 16 17 22 53 

出席 16 17 22 53 

欠席 0 0 0 0 

遅刻 0 0 0 0 

早退 0 1 0 1 

 
【障 害 名】     

※障害等級、障害原因、通院状況、服薬状況等記入できるものについては記入し、身体、精神状

況等配慮が必要な事項があれば記入する。 

 

例．平成○○年○月○○日  精神障害者保健福祉手帳○級 統合失調症 

月に一回通院（○○心療内科通院） 
抗精神病薬（エビリファイ6mg）を朝に服薬 

 

大学２年の時に統合失調症が発症し、大学を中退しました。発症当時は、思い込みによる恐怖

感などの症状がありましたが、その後の治療と服薬により病気が安定しています。 

現在、愛知障害者職業能力開発校では風邪による早退が１日あるものの、規則正しい生活リズム

の中、訓練を受講しています。障害から、大きなストレスに弱く慣れない場面での対応や判断に

やや弱いところがありますが、日常生活で困るようなことはありません。 

 

【就職にあたって】     

※就職に向けての意気込み等、自分のアピールすることを記入する。 

例． 現在は愛知障害者職業能力開発校 ○○科にて日々努力し、積極的に訓練へ取り組んでい

ます。この経験を活かし、貴社業務においても、常に向上心を持ち前向きに取り組んでいきたい

と思います。 

 

②  自己紹介書の作成 

就職活動を行う場合、履歴書と職務経歴の提出が一般的であるものの、精神障害者等は身体の障害ではな

いがゆえに事業所等へ障害や配慮事項について理解されにくい、見えない障害である。そこで、独立行政法

人 高齢・障害者・求職者雇用支援機構の自己紹介状を基に様式を作成、障害や配慮事項について記した書

類を訓練生の就職活動に活用するように指導した。（全科にて平成26年8月から実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 自己紹介書 

③ 個人別就職相談・面接技能・ビジネスマナー等のセミナーを開催 

ア 個人別就職相談・面接技能の開催 

訓練生が就職活動を行うにあたり、キャリアカウンセラー資格を有する外部講師による履歴書の書き方、

面接準備の仕方や面接時の注意などの個人指導や、就職への取組み姿勢からキャリアアップなど訓練生一

人ひとりに合わせた具体的なアドバイスを行った。（全科にて平成26年5月29日,6月13日,6月20日,平

成27年1月20日,1月26日実施） 

イ 就職支援セミナーの開催 

障害がある訓練生にとって、自らのキャリアにおける労働の目的や意味を認識したうえで、自立した社

会活動を目指し就労することが望ましく、そのため訓練生が目的意識を持って今後の訓練や就職活動を行

うよう障害者のエンプロイアビリティ（雇用されるための能力）に係るセミナーを開催した。（全科にて平

成26年12月4日実施） 

 



 
 

６ 効果検

効果検証

基礎資料とす

害の退校者

とした。 

評価は、

り効果がな

点、B3.4～4

（１）状況

① 職業適

実施時期

など実施

どの意見

自己の能力

なことで

性格検査

ながら障

見つめ、訓

 

評価 

結果 

実

（

主な

意見 

 性

 受

 

 効

が

思

 客

 結

 

 

証について 
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すること等を

者の状況、職場

アンケートで

かった(2点)

4.2点未満、

況の把握（サポ

適性心理検査
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を早める意見

があり、アン

力を過大に評

あり、それに

から訓練生を
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訓練生の可能

実施者 訓練生

情報ｼｽﾃﾑ・O

性格も評価で

受ける機会も

自分に自信を

効果はあるも

が早めに就職

思う。 

客観的に能力

結果が悪くて

化について、

を目的として

場実習制度の
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生46名 回答
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の実施数及び

効果があった

効果がなかっ

点未満、D1.8

等の取り組み）

い時期に行っ

がった。良い検

果の評価が下が

逆に過小評

な就職を行う

し、訓練、生

いては、検査
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CAD設計・ﾃﾞｻ
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校時に実施して
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導員へアンケ
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評価 

結果 

実

（
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生活日誌の記

全員に対する

談をするよう

ることができ
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実施者 訓練生

情報ｼｽﾃﾑ・O

日々の状況を

口で伝えるこ
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計科で試行を
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導記録簿を基

・心理相談員

化している。

れ効率化して

記入 

る面談の時間

うになった。

きるようにな

より対応を効

案の基礎とす

表

訓練

B〔3.8

生46名 回答

OA ﾋﾞｼﾞﾈｽ・C

を把握できる

ことが苦手な
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ことを記入で
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記録簿の作成

をした個別指導
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員との連携を
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することができ

表4 訓練生

練生 
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答数 46件 

CAD設計・ﾃﾞｻ

るので良いと思

なのでありがた
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報を伝えるので

できるので良い

らない心の在

きて良いと思

成 

導記録簿につ

している。訓

生活指導員

を深め、訓練生

就職等の情報
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して不調を訴え

部訓練生に偏
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きている。

生活日誌に対す

ｻﾞｲﾝ科） 
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で良かった。

いと思う。

り方を自分で

う。 

つい

訓練

・就

生の

報が

評価

結果

主な

意見

い現状の中、

えることがで

りがちになり

るようになっ

するアンケー

 

 

 

 

実施者 指

（情報ｼｽ

に

で

 欠席が

てしま

 不調が

価

果

実施者 指

（情報ｼｽ

な

見

 訓練生

の状況

表5 訓

ア

訓練生活指

できない者か

りやすい心理

っている。ま

ート結果と評価

指

B〔

指導員10名 

ｽﾃﾑ・OA ﾋﾞｼﾞ

が多い訓練生は

う。 

が疑われる者の

指

B〔

指導員10名 

ｽﾃﾑ・OA ﾋﾞｼﾞ

生の状況を記録

況把握を統一す

訓練生個人指導

アンケート結

指導により、不

から日誌の記載

理相談員、生活

また、訓練への

評価 

指導員 

〔3.9点〕 

 

回答数10

ﾈｽ・CAD設計

は状況が把握

の早期の対応

指導員 

〔3.9点〕 

回答数9件

ﾈｽ・CAD設計

録することに

することがで

導記録簿に対

結果と評価 

不調者等を絞

載により早期

活相談員への

の理解度を参

件 

計・ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

握しにくくな

応ができた。

件 

計・ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

により指導員等

できる。 

対する 

絞り

期の

の相

参考

科）

なっ

 

科）

等



 
 

（２）訓練

① 習得

習得度

細かい指

は、訓練を

別室での

が、ある

ではある

個人指導

集合訓練

 

評価 

結果 

実

（

主な

意見 

 

② モジ

訓練の進

るものの

る。反面

となり、

もつなが

 

評価 

結果 

実

（

練時での対応 

得度別個人指導

度別個人指導に

指導が可能であ

を理解できる

の訓練を行うた

る程度人数が増

るが、実施する

導をしなければ

練での効果的な

実施者 訓練生

OA ﾋﾞｼﾞﾈｽ科）

リラックスし

ジュール訓練の

進捗度に合わ

、各訓練生の

、個々の技能

訓練目標を明

り、効果的な

実施者 訓練生

CAD設計科）

導の実施 

については、

あると同時に

ることで自信

ため指導員の

増えると対応

る教科、指導

ばならないの

な指導方法等

表6 習

訓練

B〔4.1

生15名 回答

） 

して受講する

の実施 

わせた課題を

の能力に合わ

能習得度が異

明確に定める

な訓練方法で

表7 モジ

訓練

A〔4.4

生9名 回答数

 

分からない

に、訓練生本

信につながりさ

の負担が大き

応しきれない

導体制、指導方

のは、集合訓練

等を再検討す

習得度別個人

練生 

1点〕 

答数 15件 

ることができた

を示して訓練

わせた技能を

異なるように

ることができ

であるといえ

ジュール訓練

練生 

4点〕 

数 9件 
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いところをピン

本人が何がわか

さらに次のス

きく、また個々

いことがあった

方法によって

練での指導方

する必要がある

人指導に対する

た。 

練を進めること

を授けることが

になってしま

なくなってし

る。 

練実施に対す

ンポイントで

かって何がわ

ステップへの

々の課題が違

た。個人指導

て難しい場合も

方法、カリキュ

る。 

るアンケート

 

 

 

 

実施者 指

（情報ｼｽ

 個別能

とについては

が可能となり

うため、訓練

しまう部分も

するアンケー

 
実施者 指

（情報ｼｽ

で指導でき、

わからないの

やる気が増し

違うため少人

導は訓練習得

もあり検討し

ュラムにも問

ト結果と評価 

指

B〔

指導員10名 

ｽﾃﾑ・OA ﾋﾞｼﾞ

能力を養うこと

は、訓練生の

り、より短期

練生の修了時

もあるが、自

ト結果と評価

指

B〔

指導員10名 

ｽﾃﾑ・OA ﾋﾞｼﾞ

集合訓練では

のかに気づきや

していった。

人数での実施な

得の最も効果的

していく必要

問題があると思

指導員 

〔4.1点〕 

 

回答数9件

ﾈｽ・CAD設計

とができる。

の課題の管理方

期でより高い技

時の訓練仕上が

己能力の理解

価 

指導員 

〔4.1点〕 

回答数8件

ﾈｽ・CAD設計

はできないき

やすい。訓練

しかしながら

なら可能であ

的な方法の一

要がある。また

思われるので

件 

計・ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

 

方法が難しく

技能を習得で

がりが大きく

解を促すこと

件 

計・ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

きめ

練生

ら、

ある

一つ

た、

で、

科）

くな

でき

くこ

とに

科）



 
 

主な

意見 

 個

 せ

き

 一

か

 個

が

で

成

③ リラ

軽運動

練生から

心的スト

必要があ

 

評価 

結果 

 

 

 

 

実

（

主な

意見 

 体

 楽

 パ

常

 面

た

 普

 や

④ コミ

訓練生

年度は総

あった。

個々に理解を

う。焦りが無

せっかちな自

きてしまうか

一人ひとりに

からも続けて

個人のペース

が、周りのペ

できるときに

成感が増すと

クゼーション

動により体に軽

ら評価を得てい

トレスを与えて

ある。 

実施者 訓練生

情報ｼｽﾃﾑ・O

体が軽くなっ

楽しい。とて

パソコンを使

常に良いと思

面倒と思った

た。 

普段動かさな

し体感できる

やりたくない

ュニケーショ

生からは、C 評

総訓練時間が

平成27年度

を深めること

無いしありが

自分にはぴっ

から。 

に合った授業

て欲しい。 

スに合わせて

ペースより遅

に目標を「１

と思う。 

ントレーニン

軽いストレス

いる。しかし

てしまう可能

表8 リラ

訓練

B〔3.8

 

生46名 回答

OA ﾋﾞｼﾞﾈｽ・C

った。リラッ

ても落ち着く

使っての勉強

思う。良い気

たが終われば

ない筋肉を動

るので非常に

い人もいるの

ョントレーニ

評価が多いも

80時間とやや

度は習得目標

とができるの

がたい。 

ったり。同じペ

業であり、分か

てできるので

遅いと焦るか

日○○まで」

ングの実施 

スを与えるこ

しながら、車

能性もあるた

ラクゼーショ

練生 

8点〕 

答数 46件 

CAD設計・ﾃﾞｻ

ックスできた。

ので良かった

強と体を動か

気分転換になっ

ばスッキリ良

動かし知識だ

に良い。 

のでは。 

ニングの実施

もののコミュ

や長く、基礎

を見直し、2
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ので良いと思

ペースだとあ

かり易くこれ

でいいと思う

と思う。理解

」とすると達

ことにより、心

車椅子を利用す

ため、今後は

ントレーニン

ｻﾞｲﾝ科） 

。 
た。 
さないので非

った。 
良い気分だっ

けでなく実践

ニケーション

礎的な能力か

26年度OAビ

思

あ

れ

う

解

達

 訓練科

で、訓

る。 
 訓練意

心的ストレス

する下肢障害

トレーニング

ングに対する

 

 

 

 

実施者 指

（情報ｼｽ

非

っ

践

 訓練生

練に集

 体力づ

 ストレ

 運動を

感じる

ンの大切さを

ら専門的なコ

ジネス科で行

科目ごとに細

訓練の習得が分

意欲が向上する

スの軽減を図

害者や半身に

グ内容等の実

るアンケート

指

B〔

指導員10名 

ｽﾃﾑ・OA ﾋﾞｼﾞ

生の心身のバラ

集中できるよ

づくりが学べる

レスが軽減し、

を嫌ったり、集

訓練生もいる

を学んだとの声

コミュニケー

行ったトレー

細かい区切り

分かり易くと

る。 

図ることができ

に麻痺ある障害

実施方法につい

結果と評価 

指導員 

〔4.1点〕 

 

回答数10

ﾈｽ・CAD設計

ランスが取れ

うになったと

る。 

、訓練に集中で

集団での運動

る可能性があ

声が上がって

ーションスキル

ーニングを参考

を入れるこ

とても有効で

きたと多くの

害者の一部に

いて検討をす

件 

計・ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

れ、その後の

と思われる。

できたと思う

動にストレス

ある。 

ている。平成

ルまでの内容

考にビジネス

と

であ

の訓

には

する

科）

の訓

 

う。

を

成 26

容で

スマ



 
 

ナー等の

 

評価 

 

実

（

 

主な

意見 

 人

 今

 電

た

 勉

 個

違

が

（３）就職支

① 職場

インタ

れ、特に精

が実際の仕

ことがで

から実習

達障害者

ともあり

加してい

な就職支援

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の基礎的なコ

表

実施者 訓練生

OA ﾋﾞｼﾞﾈｽ科）

人間関係が正

今さら聞けな

電話の仕方な

た。就職して

勉強になった

個々の生徒の

違いすぎるた

がぼけてしま

職支援 

場実習の実施 

ーンシップ実

精神障害者等

仕事を体験し

きた。また、

の評価を受け

の訓練生を受

訓練生の大き

ないため C

援の手段であ

ミュニケーシ

表9 コミュ

訓練

B〔3.7

生18名 回答

） 

正しく理解が

ない言葉づか

などのビジネ

てとても役立

たことを会社

のコミュニケ

ため、対象者

まう。 

実施要領を見

等の職場実習

し成長するだ

ジョブ・カ

けている。発

受入れた事業

きな励みにも

評価が多いも

あり、今後も

ションに絞込

ニケーション

練生 

7点〕 

答数 15件 

ができて良かっ

かいも学べて良

ネスマナーを学

立つと思う。

社に活かしてい

ケーションに対

者を絞らない

見直し、職場

習が大きく増

だけでなく、

カード様式を

発達障害者は

業所等からの

もなったとい

ものの、職場

も更に積極的に
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込み、全科で短

ントレーニン

った。 

良かった。

学べて良かっ

いきたい。

対する意識が

と講義の内容

場実習制度にす

増加し精神障害

事業所等には

を取り入れるこ

は一般的にコミ

の評価は、意外

いう事例もあっ

場実習経験者

に実施を進め

短時間での実

ングに対するア

実施者 指

（情報ｼｽ

っ

が

容

 必要な

実践的

 就職支

る。 

 効果は

く改善

 社会経

た訓練

することで、

害者等の雇用

は障害を理解

ことにより、

ミュニケーシ

外にもコミュ

った。訓練生

者からは高い評

める。 

実施を行って

アンケート結

指

B〔

指導員10名 

ｽﾃﾑ・OA ﾋﾞｼﾞ

な内容ではある

的で易しい内容

支援の中で人

は認められたが

善が求められる

経験も多く、コ

練生もいる。 

訓練生の事

用の機会が増

解され、双方

訓練生は実

ションに障害

ュニケーショ

生のアンケー

評価を得てい

いる。 

結果と評価 

指導員 

〔3.8点〕 

回答数8件

ﾈｽ・CAD設計

るが、苦手な人

容の方が良い

人間関係の認

が総時間数が

る。 

コミュニケー

事業所等への受

増えることとな

方のマッチング

実習終了後に実

害あるものと言

ンに優れてい

ートでは全訓練

いる。職場実習

件 

計・ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

人には厳しい

い。 
認識が大切で

が 80 時間と

ーションに長

受入れが促進

なった。訓練

グの機会を持

実習先事業所

言われるが、

いるとされる

練生が実習へ

習は極めて有

科）

い。

であ

長

長け

進さ

練生

持つ

所等

発

るこ

へ参

有効



 
 

 

評価 

 

実

（

主な

意見 

 実

ま

 実

断

 職

た

 活

 利

② 自己

自己紹

改めて自

の中で最

ジョブ・

心を与え

 

評価 

結果 

実

（

主な

意見 

 

 

た

 内

に

実施者 訓練生

情報ｼｽﾃﾑ・O

実際に現場を

まった。働く

実際の仕事内

断することが

職場実習へ行

た。自分に足

活用すれば、

利用していな

紹介書の作成

紹介書は、事業

自己の障害につ

最も高い評価値

カード キャ

え、より効果的

実施者 訓練生

情報ｼｽﾃﾑ・O

自己を知るた

自分の病気の

た。勉強にな

内部障害等、

には非常に有

表1

訓練

A〔4.3

生46名 回答

OA ﾋﾞｼﾞﾈｽ・C

を知ったこと

くことの責任

内容を知れ、

ができるので

行き、実際の

足りないこと

職場の雰囲気

ないので分か

成 

業所等へ精神

ついて認知す

値を得ている

ャリア・コン

的に訓練生の

表11

訓練

A〔4.4

生46名 回答

OA ﾋﾞｼﾞﾈｽ・C

ためには役に

のことを分か

なった。 
見た目で健

有効だと思う

10 職場実習

練生 

3点〕 

答数 40件 

CAD設計・ﾃﾞｻ

とにより、訓練

任感を知るこ

自分が働いて

で良いと思う。

の業務などがで

も多少理解で

気が分かって

からない。 

神障害につい

する機会を与

る。今後は、平

ンサルタント

の紹介を図る

 自己紹介書

練生 

4点〕 

答数 46件 

CAD設計・ﾃﾞｻ

に立つと思う。

かってもらえ

健常者と区別が

う。事業所等側
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習に対するア

ｻﾞｲﾝ科） 

練の理解も深

とができた。

ていけるか判

。 

できて良かっ

できた。 

て良いと思う

いて理解をして

与えることがで

平成26年度様

ト登録番号を記

ことができる

書に対するア

ｻﾞｲﾝ科） 

。 
るので良かっ

がつかない人

側のミスマッ

ンケート結果

実施者 指

（全科）

深

判

っ

。

 職場実

上を図

スマッ

 実際の

 訓練生

る。 

 事業所

り、訓

ていただき雇

できた。訓練

様式を基に各

記すことを検

るものと考え

アンケート結

実施者 指

（全科）

っ

人

ッ

 事業所

今後有

 障害に

 事業所

 自分に

果と評価 

指

A〔

指導員13名 

 

実習をすること

図ることができ

チが減る。 

の評価により自

生の職業特性を

所等から訓練生

訓練生の自信に

雇用の促進を

練生のアンケ

各科担当指導

検討する。こ

える。 

結果と評価 

指

B〔

指導員13名 

 

所等へ浸透して

有効になる可能

に対する理解と

所等へ訓練生の

について冷静に

指導員 

〔5.0点〕 

回答数13

とにより、自

き、非常に有

自信がつく。

を知る良い機

生の評価を受

に繋がった。

を促すだけでな

ケートにおいて

導員が訓練生の

これより、事業

指導員 

〔4.1点〕 

回答数13

ていないとこ

能性あり。 

と対応に役立

の対応への配

に考えること

件 

自信と意識の

有効である。

 

機会となって

受けたことに

 

なく、訓練生

ては、他支援

の所見を記入

業主へ信頼と

件 

ころであるが

立つ。 

配慮が望める

とができる良

の向

ミ

てい

によ

生が

援策

入し

と安

が、

。

良い



 
 

チ

 

 

き

 履

 大

 障

③ 個人

訓練生

ため就労

かしなが

書だけで

その後の

障害者等

ため、第

表12

 

評価 

結果 

実

（

主な

意見 

 個

 若

 就

 特

不

 就

 先

 就

の

（４）身体

平成25 年

名の増加が

て15名から

チを防ぐ。 

口ではうまく

自分自身の障

きとても助か

履歴書以外に

大半の事業所

障害が正しく

人別就職相談

生は、学校を卒

労経験者にとっ

がら、キャリア

ではなく障害特

の就職活動に役

等訓練生、特に

第三者である専

2 個人別就職

実施者 訓練生

情報ｼｽﾃﾑ・O

個別相談の回

若い人に対し

就職活動が初

特に社会に出

不用な人は実

就労道徳面に

先生との就職

就職相談や面

のでそちらを

体・精神障害の

年度から26 年

あったものの

ら20名に増加

く伝えること

障害理解につ

かった。 

に伝える手段

所等では不利

く伝わるのか

・面接技能・

卒業したばか

っては当たり

アカウンセラ

特性を伝える

役立てている

に発達障害者

専門の講師に

職相談・面接

訓練

B〔3.8

生46名 回答

OA ﾋﾞｼﾞﾈｽ・C

回数をもう少

しては役に立

初めてなので

出たことが無

実習にしてい

に力を入れて

職相談で十分

面接技能はハ

を優先したほ

の退校者の状

年度は病気・

の入校者数の

加、精神障害

ができないの

ついて先生に助

段として良い。

利になるのでは

かどうか不明で

ビジネスマナ

かりの若者か

り前の事項に

ラーの資格を

る自己紹介書

る。常日頃か

者は、自己の

によるキャリ

接技能・ビジ

練生 

8点〕 

答数 45件 

CAD設計・ﾃﾞｻ

少し多くてもよ

立つと思う。

で参考になった

無い人には有効

いただけると嬉

て欲しい。 

分である。 

ハローワーク

ほうが良い。

状況 

・自己都合の

の割合からは

害者等において
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ので良い。

助けていただ

。 

はないか。

である。 

ナー等のセミ

ら60歳を超

になることもあ

を有する専門の

書についてもア

から担当指導員

の能力を過大に

アカウンセラ

ジネスマナー等

ｻﾞｲﾝ科） 

よい。 

た。 

効だと思う。

嬉しい。 

の人が詳しい

の退校者が全体

25％から23

ては5名から

だ

機会に

情報を

れる。

・事業所

ミナーの開催

超えて十分に就

あり、訓練生

の講師の個人

アドバイスが

員による就職

に評価したり

ラー実施は有

等のセミナー

実施者 指

（全科）

い

 社会経

いる訓

 就職意

漠然と

るとと

体として15

3.7％と微減し

ら10名と大幅

になる。障害の

を提供すること

 

所等への障害の

催 

就労経験ある

生からの評価

人別就職相談

があり、障害に

職面談や指導

り、逆に過小

有効であった

ーに対するア

指

A〔

指導員13名 

 

経験も多く、目

訓練生にはあま

意欲の向上と心

していた就職

もに、不安の

名から12 名

している。就

幅に増加して

の内容によっ

とによって相

の理解に繋が

る者まで入校

価はやや低くな

談により、履歴

についての自

導は行ってい

小評価してしま

といえる。 

アンケート結果

指導員 

〔4.2点〕 

回答数13

目的意識をは

まり有効では

心構えができ

職への思いを

の解消に繋が

名に減少、精

就業による退校

ている。 

っては、正し

相互理解が生

がった。 

校している。そ

なっている。

歴書・職務経

自己確認を行

るものの、精

まうことがあ

果と評価 

件 

はっきり持っ

はないと思う

きる。 

を、具体化さ

がる。 

精神障害者等は

校者は全体と

しい

生ま

その

し

経歴

行い、

精神

ある

 

て

。

せ

は2

とし
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表13 身体障害者と精神障害者等の退校状況（総合実務科を除く） （ ）内は精神障害者等数 

 
平成24年度 平成25年度 平成26年度 

  割合   割合   割合 

入校者数 70 (21) - 79 (28) - 78 (38) - 

退校者 17 (7) 24.3% (33.3%) 30 (12) 38.0% (42.9%) 32 (19) 41.0% (50.0%) 

 
就業 8 (4) 11.4% (19.0%) 15 (5) 19.0% (17.9%) 20 (10) 25.6% (26.3%) 

病気・自己都合 9 (3) 12.9% (14.3%) 15 (7) 19.0% (25.0%) 12 (9) 15.4% (23.7%) 

（５）職場実習の実施実績 

従前のインターンシップは、訓練のカリキュラムに該当する事業所等への派遣が原則であったため就職支援

の効果が低かったが、本年度は柔軟に派遣ができる職場実習要領を策定した。これにより訓練生の就活として

の職場実習の機会が増加することとなった。特に精神障害者等について職場実習の機会が増え、就職内定者が

大幅に増加することができた。 

表14 インターンシップ及び職場実習実施状況  （ ）内は実習先事業所等への就職者数 

障害名 平成24年度[ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ] 平成25年度[ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ] 平成26年度[職場実習] 

身体障害 6 (3) 3 (2) 8 (5)

精神障害 2 (2) 1 (1) 7 (6)

知的障害 8 (4) 10 (4) 13 (8)

計 10 (9) 14 (7) 28 (19)

（６）就職者状況（就職率）                         

平成26年度の愛知障害者校の校全体の就職率は74.7％と平成25年度と同数となった。平成25年度と比較し

同じ数値であるものの、精神障害者等の就職数が大幅に増加した意義ある数値であったといえる。職場実習制度

を始め、校の就職支援が効果的に機能した結果と考える。 
表15 就職者状況                  （ ）内は就職率 

 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

校全体 39人(59.1%) 56人（74.7%） 56人（74.7%） 

精神障害者等 9人(50.0%) 13人(61.9%) 22人（78.6%） 

平成27年６月末現在 

７ 支援の方向性と今後の課題 

平成 26 年度実施した支援策について、実施時期、時間数等の見直しを行い、平成 27 年度は年度当初から実

施を進めている。各訓練生の訓練及び就職に係る記録をきめ細かく行い、訓練生個人指導記録簿を基幹に各訓

練生に合わせた技能習得をするための訓練と効果的かつ体系的な就職支援のサポート体制を作る。精神障害者

等を対象とした訓練科を設置するのではなく、既存の訓練科で精神障害者等と身体障害者が共に学ぶことがで

きる『訓練のユニバーサルデザイン』を目指していく。これにより訓練生は、技能を習得するだけでなく、訓

練の中で障害の自己理解と自己対処能力の向上を図り、事業所等で就労するための能力を身に付けるのである。

平成27年度以降においては、障害に応じた訓練指導案の作成、発達障害者向けスキルトレーニングを検討して

いく。そしてなにより精神障害者等の支援には大切な一つと考えられる医療機関・支援機関等の連携について

も検討しなければならない。 

平成26年度、訓練生の病気・自己都合による退校が減少したことは、支援強化策による効果だけでなく、指
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導員の精神障害者等への経験とノウハウの蓄積によるところも大きい。平成27年度から愛知障害者校では、指

導員が精神障害者等に関する研修を受講するのみならず、過去の精神障害者等訓練生の事例を共有し支援の方

法を議論することで指導技法と対応力の向上を図る研修会『ケーススタディ』を設けている。精神障害者等の

支援には、指導員の更なる能力向上に係る体制作りが重要と考える。 

 

図10 愛知障害者校の支援体制 

８ おわりに 

精神障害者等は、人間関係、訓練や就職の悩みから不調となることがあるが、訓練生の日々の状況把握を極

め細やかに行い、それを基に個人にあった訓練カリキュラムやストレス軽減の対応などの支援実施するシステ

ムが愛知障害者校で構築され始めている。精神障害者等への対応を図ることは、身体障害者への支援の向上に

もなり、校全体として良い動きになっている。訓練以外の試みとして、訓練生のストレスケアの一環で昼休憩

にヒーリング音楽を流している。音楽は、自立神経に働きかけるともいわれる。今後も、より改善や新たな取

組みを、校職員一丸となって取組んでいきたい。愛知障害者校が得た職業訓練のノウハウが、本論文を通じ他

関係機関に少しでも普及し、精神障害者等を始め、全ての障害者に訓練機会の拡充や雇用の推進に繋がること

を願う。 

９ 謝辞 

平成26年8月に、国立職業リハビリテーションセンターの『指導技法等体験プログラム―精神障害者の職業

訓練』を受講しました。その際に、上市貞満所長、岡谷和典課長を始め国立職業リハビリテーションセンター

の皆様方には短い期間ではありましたが、精神障害者等の指導法について熱心にご教授いただきました。精神

障害者等への対応について大変に参考になりました。心から感謝申し上げます。 

また、本論文作成にあたり、愛知障害者校を導いていただきそしてご指導いただきました中野校長、近田前

校長、上司同僚に心から感謝いたします。今後も、障害者の就職支援のため、微力ではありますが努めてまい

りたいと思います。 

□能力別個別訓練の実施

□モジュール訓練の実施

□一般職業適性検査 □訓練生活日誌 □ケース会議

□性格検査 □ストレス疲労度チェック □カウンセリング

□保健面談 □リラクゼーショントレーニング

□環境整備(パーティション等）

　職場実習

□ビジネスマナー講座 □職場見学 □個別就職相談 □事業所への助言 □就活資料作成

□コミュニケーショントレーニング □校外実習 □企業訪問・求人開拓 □訓練生への心的ケア □面接指導

□職場対人技能訓練（ＳＳＴ） □事業所への助言 □就職試験報告書

入
　
　
　
校

　情報の収集

　就職準備

　状況把握

　就労への意欲醸成 　就職支援の実施 就職試験 就職内定

　
修
　
了
　
・
　
就
　
　
職

　訓練カリキュラムの対応

（指導員・生活支援員
の巡回）

　ストレスケア

訓

練

就
職
支
援

□訓練生個人指導記録簿

家族・医療・支援機関

連携



 

 
 

18

１０ 参考資料 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、『職業訓練実践マニュアル 精神障害者Ⅱ ～事業所との協

力による職業訓練等～』、pp35-37 pp128、平成25年度 

 


